因果関係と推論関係 : 理由を表す接続詞の構文文法的研究 by 金谷 優
Causation and reasoning : a construction
grammar approach to conjunctions of reason
著者 金谷 優
内容記述 Thesis (Ph. D. in Linguistics)--University of
Tsukuba, (A), no. 4533, 2008.3.25
Includes bibliographical references (leaves
223-235)
発行年 2008











学 位 の 種 類 博　　士（言 語 学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4533　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 人文社会科学研究科
学位論文題目 Causation and Reasoning: A Construction Grammar Approach to 
Conjunctions of Reason
（因果関係と推論関係－理由を表す接続詞の構文文法的研究）
主　査 筑波大学教授 文学博士 廣　瀬　幸　生
副　査 筑波大学教授 博士（言語学） 加　賀　信　広
副　査 筑波大学准教授 博士（言語学） 大　矢　俊　明
副　査 筑波大学准教授 博士（言語学） 島　田　雅　晴
副　査 筑波大学准教授 博士（言語学） 和　田　尚　明
【70】














果構文」「推論構文」という二つの構文スキーマが提案される。前者は因果関係の意味が [C2 because C1] [Because 
C1, C2] のいずれかの形式と結びついたものであり，後者は推論関係の意味が [C2, because C1] [C2, since C1] [Since 































審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，英語における理由を表す接続詞の用法について，構文文法理論のわく組みに基づき統一的な説
明を与えようとするものである。理由を表す関係には，概念的に，因果関係と推論関係の二つがあり，それ
に対応して，言語的にも理由を表す構文には，因果構文と推論構文という二つの一般的構文型があるとする
基本的構想のもと，その構文型が because，since，forの各接続詞とどのように結びつくかを明らかにした点
に，本論文の大きな意義がある。
　より具体的な成果としては，特に次の四点があげられる。第一に，従来の研究では，because，since，for
と個別的に扱われていた理由節の文法を，構文文法理論でいう構文間のネットワークを構築することによっ
て，互いに一定の関係で結ばれているものとして捉えたこと。第二に，様々な理由節の文法的特徴を，因果
構文・推論構文という構文自体に帰される性質と各接続詞自体に帰される性質に分けることにより，理由節
が関与する言語現象に対して体系的で原理的な説明を与えていること。第三に，焦点化副詞と理由節との共
起関係やメタ言語的理由を表す E-because構文などを始めとして，先行研究では十分に扱われてこなかった
言語現象を取り上げ，独自の視点から詳細な考察を加え，興味深い一般化を行ったこと。第四に，英語の因
果構文・推論構文の性質が日本語の接続助詞「から」を含む構文にも観察されるということを指摘すること
により，本論文で提案した構文文法的アプローチが少なくとも日英語において通言語的妥当性を有するもの
165
であることを示したこと。以上から明らかなように，本論文は，現代英語の文法研究と構文文法理論に実質
的な貢献をするものとして高く評価することができる。
　ただし，本論文にさらに求められることとして，次の二点がある。第一に，本論文の根幹をなす考え方と
して，因果関係は原因と結果が強く結びつき，全体でひとまとまりの関係と捉えられるのに対し，推論関係
は別個に把握された二つの事象を話者が主観的に結び付ける過程と捉えられるという仮説があるが，この仮
説が言語学的説明において有効に働くことが示されているだけに，その存在意義についてさらに突っ込んだ
議論が望まれる。第二に，本論文は理由を表す接続詞の文法現象に構文文法的アプローチが有効であること
を示しているが，その有効性をさらに実証するには，理由節だけでなく，それと密接に関係する条件節や譲
歩節などにも分析を拡張していくことが今後の課題となる。
　学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと，本論文について著者に説明を求めた後，関連事
項について質疑応答を行った。審議の結果，審査委員全員一致で合格と判定された。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
